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Ⅰ．問題の所在と研究の目的
　幼稚園・保育所・認定こども園（以下，保育現場）
における色水遊びの実践は，保育雑誌や実践報告など
によって数多く紹介されている。実際に，色水遊びは
多くの保育現場で行われている。子ども達は，草花か
ら出る色の不思議さに興味を持って飽きることなく没
頭して遊ぶ。草花をビニール袋にいれて揉んだり，す
りこ木・すり鉢を使ったりする方法で色水を作り，完
成した色水を見立て遊びやごっこ遊びに取り入れてい
る。多くの色水遊びでは，子どもたちは色という視覚
的な面に関心を持って活動する。しかし，色水遊びに
おいて，植物のにおいへの気づきはあまり見られない
ようである。子どもの遊びは，さまざまな感覚を使っ
て行われている。しかし，色や感触は意識しやすいが，
においは意識しにくく，においに関心を持って遊ぶ姿
はあまり見られない。子どもだけではなく保育者もに
おいに対して意識を持つことが少ないのではないだろ
うか。つまり，保育において，においを意識した活動
は少ないことが現状であり，実践研究が十分に進めら
れているとは言い難い。
　保育現場において，においへの気づきを取り入れる

ことによって，色や感触などに関心を持ったこれまで
の活動に加え，においを意識することで子どもの活動
の幅が一層広がると考える。さらに，子どもがにおい
に気づき，興味・関心を持つことによって，子ども自
ら「におい」を遊びに取り入れたり疑問を探究したり
する活動へつながっていく可能性を有していると考え
る。
　以上のことを踏まえ，本研究では「色水遊びを通し
たにおいに気づく活動」の保育実践を行い，結果をも
とにエピソード分析を行うことで，遊びを通して子ど
もたちがにおいに気づく様子や活動の中で見られる子
どもの育ちを検討することを目的とする。

Ⅱ．先行研究
　においに関する実践事例について概観したところ，
においに関する活動には，二種類の系統があることが
分かった。一つ目は，嗅覚のみに着目した活動を行う
という系統，二つ目は，においへの気づきからプロジェ
クト型保育へ発展する活動という系統である。各系統
について，においに関する活動がどのように行われて
いるか，以下に紹介していく。
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のである。対象の幼児は，これまでの保育活動で視覚的・触覚的な面に関心を持った遊びを行ってきた。そこで，に
おいのある植物を保育環境に設定したところ，植物のにおいに気づき，関心を持つことで，においを遊びに取り入れ
ることが示された。エピソード分析の結果，「においへの気づき」と「社会性の発達」において年齢による違いが明
らかとなった。においに気づくことで子どもたちの遊びの幅が一層広がるとともに，「におい」をテーマにした長期
的な活動へ展開する可能性を有していることが示唆された。
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1．嗅覚のみに着目している系統の事例
　嗅覚のみに着目している事例は，生活科とモンテッ
ソーリ教育である。

【小学校生活科における嗅覚を活かした授業実践】
　現代の子どもたちは視覚や聴覚に依存する傾向によ
り，嗅覚の活用率が最も低く，生活科における嗅覚の
活用に関する研究が少ないと指摘されている 1）。また，
生活科における嗅覚を活かした授業実践について，愛
知県豊田市内の公立小学校教師 76 人，岡崎市内小学
校教師 50 人を対象とした調査研究では，嗅覚を活用
させた活動を「とても行っている」「やや行っている」
と回答した教師は全体の 44％であった 2）。嗅覚を使っ
た活動の実践が半数にも満たないことが明らかにされ
ている。
　野田ら（2008）は，生活科における嗅覚を活かした
授業実践事例を報告している 3）。
　「諸感覚の状況を把握するための手段として，五感
体験をプログラム化したネイチャーゲームの一つであ
る，フィールドビンゴを各クラスで行う。味覚以外の
4 感覚（視・聴・触・嗅）に関する項目がそれぞれ 4
項目ずつランダムに配置されている。」4）

　ビンゴカードには質問形式で答え，フィールドビン
ゴカードでマスの埋まり具合から，どの程度嗅覚を活
用できているかを図った。フィールドビンゴは 2 回行
い，1 回目と 2 回目でその変化を調査した。調査対象
者は愛知県刈谷市立かりがね小学校第 2 学年 4 クラ
ス 147 名である。まず 1 回目の結果として，1 組から
4 組の嗅覚活用の割合の平均値が 16.5％と低く，嗅覚
は特に意識して活用しなければ自覚化することが困難
な感覚であることが明らかとなった。その後 2 回目の
フィールドビンゴを行う前に，1 組と 2 組と 4 組だけ
に嗅覚のトレーニングを行った。トレーニング内容は，
嗅覚筒（フィルムケースににおいのする自然物を入れ，
蓋にあけた穴からにおいを嗅がせる）で，におい当て
ゲームをすることである。トレーニング前後の嗅覚
の割合対比で 1 組の結果は，1 回目 15％から 26％に
上がった。同様に 2 組は 18％から 26％に上がり，ま
た 4 組も 17％から 26％に嗅覚活用の割合が上がって
いる。3 組は嗅覚のトレーニングを行っていないため
か，16％から 17％とあまり変化がない。このことから，
嗅覚のトレーニングをすることにより，嗅覚の活用率
が上がったことが分かった。更に 2 組では，においを
表現する活動をトレーニングし，2 回目のフィールド
ビンゴ実施した結果，「～みたいな」「～のような」と
いう記述が多くなった。トレーニングにおいて嗅覚筒
からのにおいを表現する際に，たとえる活動を取り入
れていたことによる効果だと考える。嗅覚を扱う上で，
においを言葉で表現することの難しさもある。におい
を表現する言葉のバリエーションを増やすことは，に
おいへの気づきへの一歩であることが示されている。

　生活科における本授業実践は，ゲームの結果を通し
て，児童に意識的に嗅覚を使うことに気づかせ，五感
の中でも嗅覚の発達を促すために，教材として嗅覚筒
を使う事例であった。

【モンテッソーリ教育における嗅覚に関する教具】
　子どもの発達には，敏感期という五感への刺激に強
い感受性を持つ時期がある。モンテッソーリ教育で
は，敏感期に子どもが五感を使って様々な情報を収集
し，知識として情報を整理していくことを重視してき
た 5）。また，敏感期に五感を発達させる感覚教育は，
後の言語教育や運動教育等の土台となることも示唆し
ている 6）。
　感覚の敏感期には 2 つの段階がある。0 ～ 3 歳の段
階では，「それが何であるか？」を意識しないまま，様々
な色や音，におい，味や手触りなどの印象をひたすら
吸収している。その後 3 ～ 6 歳の段階で，吸収してき
た情報を頭の中の各感覚の引き出しに整理し，概念の
習得に至る。
　モンテッソーリ教育では吸収した情報を整理するた
めに，五感をそれぞれ個別に刺激する教具を使用する。
教具に関する文献を概観したところ，視覚では 20 種
類，触覚では 6 種類の教具が提示されていた 7,8）（表 1）。
　しかし，嗅覚に関する教具については，嗅覚筒のみ
が例示されており，他の感覚に関する教具の数と比べ
ると少ない現状であった。
　モンテッソーリ教育の保育活動では，一人一人が個
別に興味をもち，においに気づく活動を行うという特
徴が見られる。また，感覚教育を行うにあたって，五
感をそれぞれ個別に刺激することで，感覚を鋭敏にさ
せる方法が用いられている。
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表 1　各五感の発達を促す教具一覧
刺激する

感覚
教具名 種類数

視覚（目）円柱さし，ピンクタワー，茶色の階段，
長さの棒，色つき円柱，色いたⅠ・Ⅱ・
Ⅲ，幾何タンスとカード，幾何学立体，
構成三角形，二項式，三項式，四組の
はめこみ円柱，赤い棒，長方形の箱Ⅰ・
Ⅱ，三角形の箱，六角形の箱大・小，
植物の葉のタンスとカード，幾何図
形重ね，ピタゴラスのカード並べ

20 種類

触覚（手，
皮膚）

触覚板・布合わせ，温覚筒，温覚板，
重量板，圧覚筒，実態認識袋，ひみ
つ袋Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ，幾何立体

9 種類

聴覚（耳）雑音筒，音感レベル 2 種類
味覚（舌）味覚びん 1 種類
嗅覚（鼻）嗅覚筒 1 種類

（松浦公紀著「モンテッソーリ教育が見守る子どもの学
び」，藤原元一ら著「やさしい解説モンテッソーリ教育」
の感覚教具に関する記述を基に作成）



	 幼児のにおいへの気づき
	 ─色水遊びを通して─

2．においへの気づきからプロジェクト型活動へ発展
する活動の事例

　1．の生活科やモンテッソーリ教育と違った特徴で
においに関する活動をしている事例として，レッジョ・
エミリア市の幼児教育と鳥取県仁慈保幼園による実践
事例を取り上げる。

【レッジョ・エミリア市の幼児教育における香りをテー
マにした表現活動】
　イタリア北部の小都市レッジョ・エミリアにおける
幼児教育は，「プロジェクタツィオーネ」と呼ばれる
プロジェクト活動を中心に展開されている。プロジェ
クト活動は 4，5 人の小グループで行われ，一つのテー
マについて長期（数週間から数か月）に渡って活動を
行うものである。中でも，レッジョ・エミリア市にお
ける教育の最大の特徴は，「アートの想像的経験によっ
て子どもの潜在的可能性を最大限に引き出していると
ころ」9）にある。子どもたちが好奇心をもって環境に
関わり，創造性あふれる表現活動が繰り広げられてい
るのである。
　レッジョ・エミリアの幼児学校では，五感を育てる
環境が意識されている。宮崎（2017）は，学びの空間
に「“paesaggio luminoso”（光の風景），““paesaggio 
cromatico”（色の風景），“paesaggio materiale”（素
材 の 風 景 ），“paesaggio odoroso”（ 香 り の 風 景 ），

“paesaggio sonoro”（音の風景）」10）という 5 つの風
景があることを述べている。
　 本 稿 で は，5 つ の 風 景 の 中 か ら“paesaggio 
odoroso”（香りの風景）に関する事例を取り上げる。
幼児学校の学びの空間に“香りの風景”を設定するこ
とは，子どもたちがにおいに興味を持ち，表現活動へ
つながっていくことを意図していると考えられる。「ア
イデアのあれこれ」11）に紹介された 23 のアイデアの
中に，エルネスト・バルドゥッツィ幼児学校での香り
に関するプロジェクトが 3 つ載せられている。「香水
の庭」「匂いを集めて変える機械」「香りをたどる。鼻
のなかに世界がある」である。その他にも，「小グルー
プに分かれて活動が始まった。集まりで食べたオレン
ジの味覚と香りを楽しんで，「オレンジの音」をコン
ピューターのキーボードを使って作曲する子やオレン
ジの味を淡いピンクやオレンジ色の絵の具で描く子が
いる。」12）と香りを多様な方法で表現する様子が紹介
されている。
　日本の幼児教育ではあまり取り入れられていない

“香り”であるが，レッジョ・エミリア市の幼児教育
では意識して環境設定を行うことで子どもたちの活動
に取り入れられていることが分かる。子どもたちは，

“香り”をテーマにしたプロジェクト活動を展開し，
創造性あふれる表現をしている。しかし，ここで注目
したいのは，“香り”のみを取り出して感覚を育てよ
うとしていないことである。“香り”をテーマにしな

がら，音や色，感触や味覚など感覚を総合的に使うこ
とで，無数の表現の可能性を生み出している。

【においに関する実践事例】
　鳥取県仁慈保幼園によるにおいに関する保育実践が
報告されている 13）。
　その事例によると，一人の子どもがスイセンのにお
いに興味を持ったことから，においに関する活動が始
まっている。絵本で紹介されていた「花を使った香水
作り」に関心を持ち，花や果物の皮を使用して香水作
りを行った。1 週間ほど経ち，手作り香水が臭くなっ
たことで，本物の香水と手作り香水はどう違うのかと
いう疑問が出てきた。そこで，香水専門店に行き作り
方を教えてもらったり，保護者に教えてもらったりす
るなど，試行錯誤しながら香水作りに取り組んだ。子
どもたちのにおいに関する興味関心は尽きず，香水作
りの他に，ごっこ遊びや栽培，「におい探しの街探検」
など新たな活動に広がっていった。次第に，においに
関する表現方法にも変化が現れ，自分の想像や経験し
てきたこと，感情などと結びつけて表現するように
なったことが記されている。
　この事例から，「におい」に気づいたことで香水作
りの他にも新たな活動が展開され，子どもの遊びの世
界が広がっていく様子が分かる。これまで保育現場で
あまり取り入れられていなかった「におい」に気づく
ことは，子どもの遊びの幅を広げ，好奇心に基づいた
子ども主体のプロジェクト型活動へと展開するきっか
けとなることが示されている。
　このにおいに関する実践事例について，レッジョ・
エミリア市の幼児教育と異なる特徴は，においへの気
づきを芸術的に表現するのではなく，日常の生活経験
に沿った活動を展開している点である。

　これまでの先行研究から，嗅覚は意識されにくい感
覚であること，においに気づく環境構成や保育者の援
助を行うことで子どもを主体とした長期的な活動へ展
開する可能性を有していることが明らかとなった。
　以上より，本研究では，多くの園でも実践されてい
る植物を使った色水遊びを通してにおいに気づく活動
実践に取り組むことにした。

Ⅲ．研究の方法
　本研究では，幼稚園における「色水遊びを通したに
おいに気づく活動」の保育実践に関する事例を抽出し
考察する。
　対象は，福岡県 F 幼稚園の 3 ～ 5 歳児である。対
象の幼児は，これまでにおいに関する活動を意識的に
は経験してこなかった。そこで，においのある植物を
保育環境に設定することで，遊びを通してにおいに気
づく活動を実践した。
　平成 29 年 7 月 13 日木曜日 9：30 ～ 11：30，貞方・
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野見山・川里・船越，及び保育サポーターとして依頼
した福岡教育大学初等教育教員養成課程幼児教育選修
4 年次在籍の学生 2 名，計 6 名，は，色水遊びコーナー
を園庭に設定した。主として，貞方が保育者として保
育を担当した。当日は，主活動として 3 歳・4 歳・5
歳児クラスがそれぞれ時間差でプール遊びを行った。
プール遊び前後の好きな遊びの時間に，3 歳・4 歳・5
歳児の関心のある子が色水遊びを行うこととした。
活動の様子はビデオ，ボイスレコーダー，メモによっ
て記録し，分析を行った。
　なお，事例について述べる際に，子どもの氏名が特
定できないように倫理的配慮をした。

Ⅳ．環境構成
1．幼児の「気づき」
　幼児教育は環境を通して行われるものであり，子ど
もが周りの環境に関わり，主体的に活動することが基
本である。保育者は「子どもたちの主体的な活動や多
様な体験を保証し，友だちや保育者とのやりとりなど
で自らの考えを広げ，気づきや工夫をする体験が次の
体験と結びついていくような環境を意識」14）するこ
とが求められる。そこで，本実践では，嗅覚を使った
活動を行うにあたって，保育者主導ではなく子ども自
身がにおいに「気づく」ことをねらいとした。におい
のある植物を色水遊びコーナーに設置し，子どもが色
水遊びを通してにおいに「気づく」ことができるよう
に環境構成を行った。

2．準備物
【色花】
ツツジ，アサガオ，マリーゴールド，オシロイバナ，
ハマボウ

【においのある植物】
ドクダミ，大葉，よもぎ，ローズマリー，ラベンダー，
アップルミント，レモングラス，パイナップルセージ，
ゼラニウム，カレープランツ

【その他】
すり鉢，すりこ木，漏斗，たらい，ペットボトル，プ
ラスチックの蓋付き容器，ゼリーカップ，植物を入れ
る紙箱，紙コップ，ビニール袋，においの植物の写真
テーブル 5 台

Ⅴ．結果
【3 歳児】
　これまでビニール袋に色花と水を入れて色水遊びを
しており，すり鉢・すりこ木を使って色水遊びを行う
のは初めてであった。慣れない道具に戸惑う姿は見ら
れたものの，4 歳児の様子を見ながら真似したり，先
生に教えてもらったりしながら遊んでいた。次第に色
水を作ることができるようになり，色花や色水の美し
い色を楽しみ，色水をジュースに例えて遊んでいた。

遊びの時間が終わる頃には，「おうちに持って帰って
もいい？」と，色水をペットボトルに入れて大事そう
に保育室の前に並べる姿が見られた。

エピソード 1：「においもいちご」
　A 児は，おしろい花やアサガオでピンクの色水を
作り，嬉しそうに教師に見せていた。
A 児：「いちごジュースができた。」
保育者：「においはどう？」
A 児：「においもいちご。」
本当のにおいではなくジュースを作った気分のまま
に，においについて答えた。

写真 1　おしろい花で色水を作る様子。

【4 歳児】
　春に色水遊びを思いっきり楽しんでおり，本実践を
行った 7 月は色水遊びをあまり行っていなかった。し
かし，筆者らが色水遊びコーナーを設置していること
で興味を示し，色水遊びを行った。すりこ木・すり鉢
を慣れた手つきで使い，あっという間に色水が完成し
た。

エピソード 2：「バナナジュースできた」
　準備していた色花が少なくなった時の出来事であ
る。
B 児：「バナナジュース作っちゃろうか？」
走って，園庭にある黄色い花を摘んでくる。
すりこ木・すり鉢を慣れた手つきで使い，摘んでき
た花で黄色の色水を作った。
B 児：「バナナジュースたっぷりできた。」
バナナジュースをペットボトルに移し替えて得意気
に見せていた。

エピソード 3：「同じ葉っぱを探してみよう」
C 児：「もう（どくだみの葉）なくなった。」
保育者：「これ幼稚園にもあるよ。」
C 児，突然走りだす。
保育者：「これと同じ葉っぱを探してみよう。」
園庭の数か所を探してみる。
C 児：「木のしたかな？」
C 児：「あ，これかな？」「いいにおい？」
どくだみの葉を見つけ，におってみる。
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C 児：「いいにおい。」
C 児：「あったー！！！」葉を摘む。

【5 歳児】
　はじめは色花を中心に使い，色水を作ることを楽し
んでいた。次第に「いいにおいせん？」「バジル！」「に
おってみて。」「なんのにおいがする？」と，においに
興味を持っていった。「どくだみ茶！」「青汁！」な
ど，においを遊びに取り入れる子がいる一方，草花を
におってみるものの，あまり興味を示さずに色水を作
ることに夢中な子，どのにおいも「くさい」と表現す
る子もいた。

エピソード 4：「友達の分を摘もう」
D 児：「どくだみがほしい。」
保育者：「こっちにあるよ。」
園庭に生えているどくだみの葉へ誘う。
D 児：「知ってるよ。」
どくだみの葉を探しに行き，すぐに見つける。
D 児：�「14 枚いる。だってポプラ組，みんなで 14 人

だから。」
　　　「1，2，3…」
数を数えながら，D 児は同じクラスの友達の分を摘
み，みんなのいる場所へと戻った。

エピソード 5：「なつかしいにおい」
E 児：�「ストロベリージュースみたい。色混ぜても

色が変わらないよ。」
保育者：「あ　これすごくいいにおい　癒されるね。」
E 児：「いい香りになったよ。」
保育者：�「すごく，いい香りがしてくる。これもい

いにおいがする。」
F 児：�「バジルスイートピー。抹茶みたい，麦茶みたい。

なんかいいにおいしてくる。昔つくったお茶
のにおいがする。なつかしいにおい。」

保育者：「おおー。」
F 児：「どくだみ茶やろ。」
保育者：「知ってる？」
F 児：「どくだみってお薬になるもん。」

写真 2　�保育者が植物のにおいを嗅ぐことで，子ど
もたちがにおいに気づくきっかけとなった。

エピソード 6：「お母さんにプレゼント」
どくだみの葉をすりつぶした時の出来事である。
G 児：「どくだみ茶ができた。これ飲んでもいいの？」
保育者：�「このままじゃ飲めないね。どくだみ茶の

作り方知ってますか？」
G児：「知ってるよ。じゃあ，やり方やってみようか？」
園庭にどくだみの葉を取りに行く。
G 児：�「やり方（作り方）の本見ないといけない。クッ

クパッドにのっているかな？」
保育者：「のっているかもね。」
G 児：�「お母さん，今プレゼント。これお母さんに

ひみつしてて。」
どくだみ茶を作る為に，きれいな葉を選んで摘む。
G 児：「これみんな乾かすと。」
保育者：�「どこに乾かしたら乾くかな？踏みつぶさ

れないところ？」
G 児：「あっ，いいこと考えた。」
砂場で乾かそうとする。
保育者：「いいかも。飛んでいかないかな？」
G 児：「飛んでいくよね。どうしようっか？」
保育者：「何か重たいもの置いとく？」
G 児：「石ころないかな？」
砂場の砂の上にどくだみの葉を広げ，飛ばないよう
に石を置き，乾かそうとする。その後，園舎に戻り，
紙に「ドクダミさわるな」と書き，砂場に戻ってくる。
乾かしているどくだみの葉の上に紙を置き，他の園
児に触られないようにする。
G 児：「先生，これお家にもってかえる。」
保育者：「じゃあ，また後で見に来ようね。」

　写真 3　「ドクダミ　　　　写真 4　砂場でどくだ
　　　　　さわるな」　　　　 　　　みの葉を乾か
　　　　　　　　　　　　　　　　　 す様子。

　活動終了後，「においのプレゼント」として，使用
した植物を 1 種類ずつ蓋つきの瓶に入れて 5 歳児クラ
スに渡した。

　本実践後の 7 月 27 日，5 歳児クラス担任の保育者
A 氏にインタビューを行った。
　本実践終了後，5 歳児は「においやさん」遊びを始
め，子どもたちが目をつぶって「どのにおいが好きで
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すか？」「わたしは，これ。」と好きなにおいを選んだ
り，「どんな気分ですか？」「ラベンダーはどうでしょ
うか？」と友達の気分に合うにおいを見つけたりする
など，においを遊びに取り入れる姿が見られた，との
ことであった。

Ⅵ．考察と今後の課題
　本研究では，幼稚園における「色水遊びを通したに
おいに気づく活動」の保育実践に関するエピソードを
抽出し，分析を行った結果，次のことが明らかとなっ
た。

1．年齢による違い
　色水遊びからにおいに気づく活動の中で，においへ
の気づき方と社会性の発達において，年齢による違い
が見られた。

【においへの気づき】
　3 歳児は，遊びの世界に入ると，現実のものをその
まま捉えるのではなく，遊びの気分のままにものを見
立てていた。エピソード 1「いちごジュース」では，
実際のいちごを使った色水ではないのに，おしろい花
やアサガオでつくった色水をいちごジュースに見立
て，「においもいちご。」と想像した。本実践では，3
歳児も草花のにおいに気づくことをねらいとしていた
が，実際の草花のにおいへの気づきは見られなかった。
　その背景として，3 歳児はファンタジーの世界で遊
びを行っていること，また色水を視覚的に楽しむこと
が不十分のまま，植物のにおいに気づくことには至ら
ないのではないかと推測する。しかし，本実践におい
て，3 歳児は草花などの自然に触れる体験を通し，色
の美しさや，花から色水ができる不思議さなど，視覚
的に楽しむことができたのではないだろうか。
　4 歳児のエピソード 3 ではどくだみの葉を「いいに
おい」と表現し，同じにおいを持つ葉が園庭のどこに
あるのか探しに行った。植物にはそれぞれにおいがあ
ることを知り，においを頼りにどくだみの葉を探す行
動が見られた。においに興味を示す子がいる一方，エ
ピソード 2「バナナジュース」のように視覚的に楽し
み，見立て遊びを行う姿が多く見られた。
　5 歳児は，においに気づき，関心を持って遊びに取
り入れる様子が見られた。エピソード 5 では「抹茶み
たい」と色とにおいを使って表現しており，エピソー
ド 6 では「どくだみ茶」を作ろうと取り組んでいる。
5 歳児は，これまでの遊びの中で花から出る色に関し
て視覚的に十分に楽しんでいたため，気づいていな
かったにおいに関心を持ったと考えられる。
　以上より，においへの気づきには，年齢によって違
いがあることを把握できた。3 歳児はまず視覚的な面
に関心を持って遊び，4 歳，5 歳と年齢が上がるにつ
れて色だけでなく，においに関心を持って遊びに取り

入れることが明らかとなった。
　また，4 歳児は，良いにおい・嫌なにおいを判別し，
自然の中でにおいを探すために使っており，5 歳児に
なるとにおいを日常生活の中の事物と関連づけて考え
られるようになっていた。5 歳児は，様々な生活経験
をしており，4 歳以前ににおったにおいも記憶として
持っている。ただ，その記憶は，においを使って呼び
起こすことをしなければ，日常生活の事物と関連づけ
ることはなく，新たな発見や子どもの主体的に考える
力を育てることにはつながらない。視覚的な面だけで
なく，5 歳児でにおいを使った活動を取り入れること
は，今までの五感を使って集めた情報を整理し，日常
生活や社会に視野を広がるきっかけとなる。視覚的・
触覚的な面を意識した保育活動に留まらず，においに
関心を持った活動につなげていくことで，子どもの育
ちをより促すことが示唆される。

【社会性の発達】
　4 歳児のエピソード 3 において，C 児はどくだみの
葉を自分の遊びに使うために，園庭内で見つけた葉を
摘んでいた。これは，「自分のため」の行動であると
言える。5 歳児，エピソード 4 では「みんなのために」
とクラスの人数分のどくだみの葉を摘み，エピソード
6 では「お母さんのために」どくだみ茶を作ろうとし
ていた。5 歳児のエピソードからは「人のために何か
をしよう」と考え，行動していることが分かる。
　以上より，子どもたちは遊びや生活を通して，自分
が他者に役立つことをしようとしたり相手の気持ちを
考えて行動したりするようになるという社会性の発達
が示された。

2．個人への配慮
　においに興味を持ち，遊びに取り入れようとする子
がいる一方で，においに興味を示さない子や，どのに
おいも「くさい」と表現する子がいた。「きれい」「ジュー
スみたい」など視覚的に感じるものは興味を持ちやす
いが，においの感じ方に関しては個人差があることが
示された。
　また，保育者の思う良いにおいと，子どもの思う良
いにおいには，違いが見られた。教師はハーブのにお
いを良いにおいとしており，ラベンダーやミントのよ
うなハーブのにおいは生活の中で使われていることも
あり，子どもも良いにおいと感じるだろうと考えてい
た。しかし，子どもが良いにおい，嗅ぎたいにおい
は，ハーブではなく，ドクダミやヨモギのようなよく
道ばたに生えている植物であった。ドクダミは保育者
の予想では，臭い，嫌なにおいとしていたため，意外
な展開に，子どもと大人のにおいの感じ方に違いがあ
ることを改めて知らされた。「におい」から感じる思
いには個人差があり，「におい」から子どもがどのよ
うなことを思ったのか聞くことで生活経験と結びつけ
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たり，子どもの表現力を高めたりすることにつながる
ことが示唆される。
　においは個人の生活経験と密接に結びついていると
考えられる。保育活動に取り入れる際の留意点として，
保育者は個人の生活経験の違いや一人一人の感じ方に
多様性があることを認識し，配慮を行う必要がある。
　その他に，アレルギー性疾患を持つ子どもへの配慮
や保護者との連携も不可欠である。活動において，保
育者同士でアレルギー性疾患の子どもの把握に加え，
植物の配置場所や子どものにおいへの気づきの流れを
共有して，安全管理に努める必要がある。

3．保育者による援助
　5 歳児エピソード 5 において，保育者の言葉がきっ
かけとなり，子どもたちのにおいへの「気づき」が生
まれた。色水に対して視覚的に関心を持って遊んでい
た子どもの傍で，保育者が「あ，これすごくいいにお
い。癒されるね。」と言葉を発したことによって，子
どもの言葉は「いい香りになったよ」から「昔つくっ
たお茶のにおいがする」と変化した。保育者による言
葉掛けにより，においに気づき，自分の生活経験を活
かした分析を始めたことが分かる。保育者の言葉掛け
や表情，タイミングなどは，子どもたちの気づきに影
響を与える。エピソード 5 における言葉掛けの背景と
して，「においへの気づき」というねらいに対する保
育者の意識が関係している。活動を展開するにあたっ
て，保育者のねらいに対する意識や言葉掛けの重要性
が示唆された。

4．本実践後の様子
　本実践後の保育者 A 氏へのインタビューより，5
歳児はにおいに気づいたことをきっかけに，においに
関心を持ち，遊びを展開していることが分かる。にお
いに気づき関心を持つことによって，活動が継続的に
行われる可能性を有していると考える。今後，におい
に関する活動を展開するにあたって，子どもたちがよ
り好奇心や探究心を持てるように，においの環境構成
や保育者の援助が求められる。
　においに気づく環境構成として，においの植物を園
庭に植えることが挙げられる。本稿の実践では，ハー
ブや色花は，園外から集めたものも使用した。前もっ
て植物を採った場合，日にちをおくごとに植物の色や
においが悪くなり，管理が難しかった。また，子ども
たちが自分の手で植物を摘む経験は，目的をもって考
え，選択する力を育てることにつながる。予め与えら
れた環境での活動は，保育者の意図に沿って子どもの
気づきを促しやすいかもしれない。しかし，その後の
活動への広がりにおいて，子どもが自由に考え，動く
ことを制限してしまう可能性が懸念される。子ども自
身が自由に植物に触れ，植物の収集のしやすさや保存
の観点を考えると，園庭ににおいの植物を植えること

は，環境構成をより良くすることにつながると考える。

5．今後の課題
　本研究は，「色水遊びを通したにおいに気づく活動」
の保育実践に基づいて考察を行った。これまでの遊び
で意識していなかったにおいに気づくことによって，
子どもたちの活動の幅が一層広がることが示唆され
た。また，においに気づくことで探究心を持ち，「に
おい」をテーマにした長期的な活動へ展開する可能性
を有していると考える。しかし，本研究では，におい
に関する活動の中でも「気づき」の部分に焦点を当て
て保育実践を行った。今後の課題として，においに関
する活動を長期的に展開するにあたって，環境構成や
保育者の援助，言葉掛け，活動における子どもの育ち
を分析，検討する必要がある。
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